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リモートセンシングデータによる生育管理

必要追肥量予測

リモートセンシングによる野生動物の自動抽出
リモセン＋モデルで生育や収量に関する情報の定量評価

農地の大規模化・集約化、農業後継者不足のため、効率的な農地管理が必要。
→ 広範囲を短時間で状態把握することが必要 ⇒ リモートセンシングの出番

リモートセンシングとは
様々な波⾧情報を用いて、非破壊・非接触で地物の状態を測る技術

＊衛星・ドローンリモートセンシングは、広範囲を短時間で計測可能
「リモートセンシングはどうすれば農業の役に立つ?」をテーマに研究

現地計測 生育シミュレーションモデルとの結合

効果的な獣害対策ためには個体数・出現頻度の空間分布を把握することが必要
個体の重複カウント対策として
広範囲を短時間で空撮することが必要 ⇒ リモートセンシングの出番

収量予測葉面積成⾧予測

熱画像中の対象動物の様々な大きさ・形状を学習させて効率的に個体抽出
ドローンとサーモカメラ 対象動物の夜間熱画像

機械学習

自動抽出

空撮 対象画像に適用

空撮 算出

可視・近赤外画像＋実測データ

ドローン


